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県立佐賀東 県立四日市工業
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 24 0 11 2 1 4 2 0 1 0 0

5 4 0 2 0 5 5 - - - - - - -

6 2 0 1 0 0 6 * (C) 19 1 5 6 1

7 * 2 0 1 0 5 7 * 5 0 2 1 2

8 3 1 0 0 1 8 * 3 0 1 1 1

9 0 0 0 0 0 9 * 12 1 4 1 0

10 0 0 0 0 0 10 - - - - - - -

11 0 0 0 0 1 11 - - - - - - -

12 * 19 1 8 0 2 12 * 4 0 1 2 0

13 * 0 0 0 0 3 13 - - - - - - -

14 * 22 4 5 0 0 14 2 0 1 0 0

15 0 0 0 0 0 15 1 0 0 1 2

76 6 28 2 18 0 0 48 2 15 12 6 0 0

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル
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平成25年度全国高等学校総合体育大会バスケットボール競技
第66回全国高等学校バスケットボール選手権大会

コーチコーチ 北島　寿人

野村　　陸

上路　静馬

山本　　圭

安藤　拓巳

松山　友之

牧　　奎佑

高野　一輝

水谷　幸司

伊藤　裕貴

山田　功大

春日部　貴成

吉江　　悠

竹田 周平

相賀 一希

野村 朋弘

富山 仁志

池内 崇将

日沖　将典

吉田 諒介

山田 晃己

合計

戦　　評

記載者 首藤　謙治 （所属） 大分県バスケットボール協会

合計

服部 祐汰

選　手　氏　名

水頭 貴大

熊谷 篤

No. 29f1 日時：

選　手　氏　名

野﨑 零也

白石 亨輝

主審

副審

○ ● (三重)(佐賀)

県立佐賀東 県立四日市工業76 48

2013年7月29日(月) 会場： 大分県立総合体育館9:30

男子  １回戦

古谷　栄一郎

手塚　清孝
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県立佐賀東 県立四日市工業 

北部九州総体の幕開けを告げる本日の第一試合、第1ピリオドの序盤、県立佐賀東はハーフコートのマンツーマンDef

と県立四日市工業はハーフコート1-1-3 Defでスタート。開始早々、県立佐賀東#12の3Pで先制。更にスティールや#14の

3Pで得点し、序盤10－4と県立佐賀東がリードする。県立四日市工業もシュートイン後のオールコート2-2-1Defも織り交

ぜながら徐々にリズムを掴み反撃し20－14で第1ピリオド終了。第2ピリオド、県立佐賀東は#4のシュートやリバウンドか

らの得点で着実に加点する。県立四日市工業もカッティングOffを駆使し、#9のバックドアからのアリウープなどで食い

下がり、一進一退の攻防が続いた。しかし、次第に県立四日市工業のオフェンスパターンを県立佐賀東が読み出し、ス

ティールからの速攻で得点を重ね、残り1分51秒で35－25となる。更に県立佐賀東が得点し残り52.1秒で39－25となっ

たこところで、たまらず県立四日市工業はタイムアウト。その後マンツーマンDefに変え少しでも流れを変えようとするが、

そのまま第2ピリオドが39－25で終了。 

第3ピリオド、出だし県立佐賀東の勢いは止まらず開始2分で46－26と20点差となる。県立四日市工業も必死のDefやメ

ンバーチェンジなどでなんとか流れを変えようと食い下がるが、県立佐賀東の勢いは衰えず、57－32で第3ピリオドが終

了。第4ピリオド、開始早々県立四日市工業#6の3Pで反撃なるかと思われたが、その後攻めあぐみ約5分間ノーゴール

の苦しい状態が続いた。県立佐賀東はその間に得点を重ね、残り4分36秒、72－37となったところでオールメンバー

チェンジ。県立四日市工業も#6がオフェンスの中心となり反撃、また、オールコート2-2-1Defなどで最後まで諦めず食い

下がるが76－48で試合終了となり、県立佐賀東が2回戦にコマを進めた。 


